
表現領域の学習
（主体的・創造的に音楽表現する）

音楽科、芸術科（音楽）における学習のプロセス（イメージ案）

知
識
・
技
能

音楽を形づくっている要素
（や要素同士の関連）を
聴き取る／知覚すること

音楽を形づくっている要素
（や要素同士の関連）の働きが生み出
すよさや面白さ、特質や雰囲気などを
感じ取る／感受すること

歌ったり、楽器を演奏したり、音を出したり、聴いたりしながら

音や音楽との出会い

表したい音楽表現を見いだす見通しをもって
協働的に学習する

思いや意図を音楽で表現する よさや美しさなどを味わって聴く

創意工夫を生か
した音楽表現に
必要な技能を身
に付ける

試行錯誤しながら、
どのように音楽で
表現するかについて
思いや意図をもつ

言葉で説明したり批評したりするなどしなが
ら、楽曲の特徴や演奏のよさなどを考えたり、
音楽を解釈したり、価値を考えたりする

音楽に対する感性

知
識

関
連
付
け
た
り
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
習
得
・
活
用
す
る

音楽のよさや美しさなどを見いだす見通しをもって
協働的に学習する

関
連
付
け
た
り
組
み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
、
習
得
・
活
用
す
る

鑑賞領域の学習
（主体的・創造的に鑑賞する）

知覚・感受したことを…

などしながら、音楽との一体感を味わったり、要素の働きや音楽の特徴について他者と共有・共感したりする

言葉や体の動きなどで表す 比較する 関連付ける

豊かな情操の育成

音楽活動を通して、音楽的な特徴と、音楽によって喚起される
イメージや感情、楽曲の背景などとの関わりについて考え…

生活や社会の中の音や音楽の働きの視点から、学んでいること、学んだことの意味や価値などを自覚する
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Ａ表現

Ｂ鑑賞

形や色などの造形的な
特徴やイメージなどと関わる

全ての学習活動に
共通に働く資質・能力

言
語
活
動

発想や構想
をする

自分の表したいこと（主題）
を考えて見付ける

材料などから表した
いことを見付ける

自分の表現の意図を
基に創造的に構想する

話したり
話し合ったりする

説明し合ったり
価値意識をもって
批評し合ったりする

討論や根拠を
もって批評し合う

アイデアスケッチ
などに感じたことや
考えなどを整理する

創造的に発想する

他者への働きかけ
他者からの働きかけ

協働的な学び

形
や
色
，
材
料
な
ど
を
操
作
し
た
り

用
い
た
り
し
て
思
考
・
判
断
す
る

作品などの
よさや美しさ
などを感じ
取り味わう

自分の見方や感じ方を
大切にして，作品など
のよさや美しさなどを

感じ取り味わう

美術文化や工芸の伝統
と文化の理解を深める

図画工作科、美術科、芸術科（美術、工芸）における学習のプロセス（イメージ案）

形
や
色
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
基
に

言
葉
を
用
い
て
思
考
・
判
断
す
る主体的に学ぶ意欲や感性など

生活や社会の中の造形
や美術の働きについて
感じ取ったり理解を深
めたりする

創造的な
技能を
働かせる

自分の表現の
意図に応じて
創意工夫して
創造的な技能を働かせる

材料や用具の特性など
を生かして創造的な
技能を働かせる

見通しをもって
技能を働かせる
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A
表
現

形
や
色
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど
の
視
点
を
も
ち
、

生
活
や
社
会
と
関
わ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

文
化

理
解

豊
か
な
情
操

創
造
性

感
性

自
己

図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス

（
イ
メ
ー
ジ
案
）

B
鑑
賞

※

※
小
学
校
は
､

基
盤
を
育
て
る



表現領域 鑑賞領域

芸術科（書道）における学習のプロセス（イメージ案）

書のよさや美しさを感受する

知
識
・
技
能

・書の形式や表現の多様性ついて
理解する
・生活や社会の中での文字や書の
働き、書の伝統と文化について
理解する

・用具・用材の特徴、表現方法を理
解する
・書の伝統に基づいた効果的な表現
の技能を身に付ける

書に対する感性

臨
書
活
動
・
創
作
活
動

創
作
活
動

書を構成する要素を関連させなが
ら、自らの構想に基づき、表現を
工夫する

生活や社会の中での働きや書の効
用を考え、書に対する見方や考え
方を広げる

・書表現を創造的に味わう
・文字や芸術としての書の伝統と
文化について深く捉える

【言語活動】
・作品のよさや美しさを考えたり
説明し合ったりする
・根拠をもって批評し合う

・自らの思いや意図に基づいて、
表現を構想する

【言語活動】
・書こうとする言葉を選んだり、
生み出したりする
・表現の意図を言葉で表す

豊かな情操、生活や社会における文字や書に豊かに関わる資質・能力の育成

参考とする古
典を選択する

用具・用材を
選択する

書表現との出会い

書を構成する要素とその表現効
果の視点からの理解

書を構成する要素とその関連か
ら生み出される働きを捉える

言葉による思考・判断書を構成する要素による思考・判断

書風の違い
を比較する

歴史的背景と
関連付ける

書風を分析的
に捉える

全体構成を考
える

往
還
し
な
が
ら
深
ま
っ
て
い
く

往
還
し
な
が
ら
深
ま
っ
て
い
く

知
識
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